



















































































































































三九三番歌では、 「山」 、 「みね」という語を用いて隠遁生活を想起さ


























































































































































　「清輔の述懐歌―出家と関わって―」 『六条藤家 の研究 和泉
書院
　
二〇〇四年）
山本一
　「俊成「述懐百首」への一視角」 （神戸大学 国文学研究ノート』第
六号
　
一九七五年一一月）
